


































































































②時刻。例:a late hour 
③(いつもの決まった)時間;(勤務・営業などの決まった)時間。例:lunchhour 
④(特定の)(ー の)の時、折り;(the -)現在、目下;(one's -)死期。例:thehour 
⑤(授業の)1時限。例:thehour 














































































































































結合要素の語種 | 外来語 I i英語 | 合計
異なり語数 I 15 I 1 I 16 


















































































one's time off 
pnme t1me 
a limited special offer 
daylight saving time 
t1me IS up 




loss of time 
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用範囲が広い。
(3)結合語種「アワーJrタイムJは様々な語種(i.英語・外来語)の要素と結合し、造
語力が高く、「タイム」は和語・混種語も結合している。二つの外来語造語成分は
様々な語種と結合する比率が異なるが、語種の親和性による、結合しやすい順番
は外来語、i英語、和語、混種語である。
(4)結合位置 外来語造語成分の結合位置は、その結合要素と外国原語の文法性と閑
りがあると考えられる。外来語造語成分「タイムJは「アワー」と異なり、複合語の
後項ばかりとは限らず、複合語の前項に来ることがある。
(5)結合対象の品詞性.両類義造語成分は基本的に名詞、サ変動詞語幹、形容動詞語
幹、非自立の造語成分にしか付かない。
(6)定着度 造語成分「アワー JrタイムJの複合語は和製英語が見られ、これらの造語
成分は日本語に深く浸透していると思われる。
(7)定着のプロセス。両類義造語成分が日本語化する際のプロセスにはプロセスA、
B、Cの三段階を立てることができる。
注
l山下(1995)を参照。山下は「自立用法の有無形:u:味Jの三つの観点から「造語成分」であるかどうかを判断
している。「造語成分」は自立用法を有するものも、拘束形式のものもあるとする。また、明確な概念を表す
ものが大節分ではあるものの、接鮮との区別が暖昧であり、按静に対する誇基としてくくることもできな
いとする。「アワーjという造鴻成分で汲明すると、英詩では自立形式のお基であるものの、外来符としては
自立性を失い、接辞に近い:探索、すなわち結合専用の造符成分になる。
2.65以上の静事典、 業告、雑誌が検涼・できる囲内級大級の僻I'H'~!lI!サイトである。 https:lljapanknowledge.
com/library 
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